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模型試験データの再解析による船体主要寸法の検討

升也利一*

Examination of hull dimensions by re-analysis of UBC仕awlerseries model test data 

Toshikazu MASUYA 

By re-analyzing the published UBC trawler series model test data， we show here that the wave resistance 

coe伍cientdepends on the prismatic coe伍cientof fineness and the sectional area curve of the ship. The wave 

resistance coe伍cientcan be regarded as a function of the Froude number when the displacement， the prismatic 

coefficient， and the sectional area curve of the ship are constant. By using this relationship， if the breadth is 

increased by 10% under conditions of constant displacement， then the principal dimensions of a ship for which 

the effective horsepower is minimized can be calculated by using the non-linear programming method. 
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船上作業の安全性確保や機器配置の改善による操作性

の向上などの理由から，あるいは船内居住区画の床面積

確保などの要請から， 日本漁船においてもヨーロッパ漁

船と同様の幅広船型が求められる場合がある。過去に水

産工学研究所では，各分野の専門家の協力を得て， 日本

型漁船とヨーロッパ型漁船の比較研究を実施しており，

両者の得失を計る上で貴重な資料となっている 1)。

ヨーロッパなどの漁船の大きさが長さによって規制さ

れる条件下で比較されているが，同じ長さの日本型漁船と

ヨーロッパ型漁船では，排水量で、2.5~ 3倍の差があるか

ら，仮に船体の主要寸法を維持したまま本邦の総トン数規

制を適用すれば，ヨーロッパ型漁船の長さや幅，喫水など

の寸法は 3一山~2.5 山 =69~74% に減少し一方で、ブルー

ド数は 2.5'J6~3"6= 1. 16~ 1.2 倍に増加する。このように，

本邦の総トン数規制の下では，ヨーロッパ型の漁古帥合型は，

本来の幅広などの利点が大きく損なわれるだけでなく，フ

ルード数の上昇に伴う造波抵抗の増大により，必要な速

力や航続距離の確保にも問題を生じる可能性すらある。

従って，本邦の規制が総トン数規制から長さ規制に移

行しない限りは，幅広船型が求められる場合であっても，

単純にヨーロッパ型漁船の船型を日本漁船に導入するこ

とは適当ではないといえる。しかし冒頭で述べたよう

な理由から，日本漁船においても幅広船型を実現するため

の検討は必要であるしそれはまた，昨今より厳しさを増

す省エネ化の要請と同時に達成されなければならない。

ブリティッシュ・コロンピア大学(以下UBCと略記)

のCA札LI陪SA札Letα叫1."川}

る2種類のトロ一ラ一船型について'長さ幅比，幅喫水

比を変えた 13隻の模型船について抵抗試験を実施して，

船体寸法表(オフセットデータ)と共に計測データを数

値として公表している。 CALISALet al.による系統的模型

試験(以下UBCシリーズ)の計測データを再解析すれば，

船体抵抗に対する主要寸法の影響に関して有用な知見を

得ることができると考えられる。

本稿では，この UBCトローラーシリーズの模型試験

データを再解析することにより船体の主要寸法と船体抵

抗の関係を明らかにしその結果を基に，与えられた条

件下において船体の抵抗が最小となる船体主要寸法を求

めたので，その結果について報告する。

1.記号の定義と模型試験解析法

Lを船の長さ (m)，Bを船の幅 (m)，Tを船の喫水 (m)，

Yを船の速度 (mls)， gを重力加速度 (9.8m1s')，vを水
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の動粘性係数 (m'/s) とするとき，フルード数を F
I1
=

v/;gr， レイノルズ数を Rn=VLlvで定義する。
模型船を用いた抵抗試験で計測されるのは，全抵抗R，

(kgf)であり， ρを水の密度 (kg/m3)，Sを浸水表面積(ぱ)

として，全抵抗係数Cを次式で定義する。

R 
c，=一一ーで (1) 
1I2pSV" 

平板の摩擦抵抗係数4は， Schoenhe汀， Hughesなど

による実験式がよく用いられているが，ここでは次の

ITTC1957の式を用いる。

0.075 
(2) 

f一 (log
IO
R
n
-2)'

模型試験結果の解析と実船への外挿には，次の 2種類

の解析法が用いられる。以下では，模型船の値にはmを，

実船の値にはsを，それぞれ添え字に加えて表す。

2次元外挿法は滑走型，半滑走型船舶など，航行時の

姿勢が静止時より大きく変化する船舶に対して用いられ

る解析法である。模型船のフルード数を実船フルード数

に一致させて全抵抗を計測し全抵抗係数仏から模型

船のレイノルズ数に対する平板の摩擦抵抗係数Gを差

し引き，剰余抵抗係数Cを求める。フルード数を実船

に一致させているので，剰余抵抗係数Cは実船でも同

ーの値をとると考え，剰余抵抗係数Cに実船のレイノ

ルズ数に対する平板の摩擦抵抗係数Gを加えて実船の

全抵抗係数C“を求める。

C，，= Cft+ C， (3) 

航行姿勢の変化により水面下の形状も速力によって変

化する高速船舶などは，次に述べる 3次元外挿法が使用

できない場合に用いられる。

3次元外挿法は排水量型船舶と呼ばれる航行時の姿勢

が停船時と変わらない船舶に対する解析法である。模型

船の全抵抗係数C仰を求めるまでは2次元外挿法と同じ

であるが，造波抵抗がゼロと考えられるフルード数 (0.05

程度)では全抵抗係数は c"n=; (1 +k) Cjinと書けるので，

これより形状影響係数kを求める。模型船全抵抗係数

Ctmから模型船レイノルズ数に対する摩擦抵抗係数C川に

l+kを掛けた値を差し引き，造波抵抗係数ιを求める。
ι=Ctm一(1+ k) Cjin (4) 

造波抵抗係数Cと形状影響係数kは模型船と実船で同

ーの値をとるとし実船のレイノルズ数に対する平板の

摩擦抵抗係数Gを用いて実船の全抵抗係数C"を求める。

C，，= (l+k)Cft+ι(5)  

実船の全抵抗係数ιが求められれば， (1)式より全
抵抗R"iJ>計算され，実船を推進するために必要となる

有効馬力 EHP(PS)が次式で求められる。

R"V， 
EHP= 
75 

(6) 

2. UBCトローラーシリーズ

CALISAL et al.は，カナ夕、東岸のトロール漁船を母型と

し改良を加えた異なる肥婿係数と横裁面積曲線を持つ

2種類の船型について，主要寸法比を系統的に変化させ

た模型船を用いて行った抵抗試験結果とその回帰式を発

表している 2討。この UBCシリーズの船型は，Cb=0.531 

とCb=0.615の2種類の方形係数c"毎に，図 lに示す

ようなダブル・チャイン船型と呼ばれる船体 (図 lは

基線と船体中心線の交差する点を原点に，喫水及び、水線

半幅で規格化した正面線図を示している)を持ち，柱形

係数c，ρ と図2に示す Cpカーブは，c"が同じであれば同

ーである。また，系統的に変化させた模型船は，満載状

態では表 lのような主要寸法をもっており，長さ幅比 (LI

B)は2.6-3.98.幅喫水比 (B/T) は1.99-2.99の範

囲をカバーしている。表中の各項目は，Lは水線長 (m).

Bは水線幅 (m). Tは喫水 (m). Sは浸水表面積 (m2)， 

Vは排水容積 (m3)， c"，は中央横断面係数であり，船長

UBC Series Cp-Curves 

1.2 Cb=O.531 

一一一 Cb=O.615
A(x/L) 

0.6 

0.4 

0.2 

χι 

-0.5 -0.4 -0.3 -0.2 -0.1 0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 

図1.UBCトローラーシリーズの横裁面積曲線 (C"カーブ)
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方向の浮心位置 LCB(m) と浮面心位置LCF(m)は前

後方向重心位置を船首側を“+"として表す。なお，参

照とした CALISALet al.の論文 21が報告した Model5の試

験結果には疑問が持たれたため，表 l及び以下の再解析

では Model5を無視した。

ダブルチャイン船型の採用に当たって， CAUSALEtGl.2) 

はカナダ東岸では標準的なシングルチャイン船型(本邦

でいうハードチャイン船型)の漁船を母型として取り上

げ，その改良としてラウンドビルジ船型の抵抗試験を行

い大幅な抵抗値の低減を見ている。しかし現場工作の

便宜などから，さらに折衷型ともいえるダブルチャイン

船型について，ラウンドビルジ船型と比較して大きな遜

色は無いと判断した結果， UBCシリーズの基本船型と

して採用している。ダブルチャイン船型は本邦ではあま

り例がないが，海外では特異な船型ではないようであ

る日)。

CALISAL et al.
21
は，満載状態に対して 2次元外挿法を，

軽荷状態に対しては 3次元外挿法を用いて，模型試験

結果の解析を行っている。満載状態について CALISALet 

al.の求めた剰余抵抗係数Cを図3に示す。剰余抵抗係

数は全抵抗R，から全抵抗係数Cを求め，摩擦抵抗係数

叫に ITTC1957の推定式を用いて計算されている。なお，

その中の回帰式について、後に CALISALet al.31は誤植を

訂正した式が示されているが，訂正された式においても

物理的に Fn-2であるべきところを Fn2としており，回

帰式の形そのものに誤りがある。この誤りは，回帰式に

よる計算結果にも明僚に現れており 21 単なる誤植では

ないことは明らかである。

試験結果そのもののバラツキが比較的大きいことも

あって，図3にはかなりバラツキが見られるが，それで

もフルード数 0.35付近では，e，毎に 2系統に分かれる

ように見える。

3. UBCトローラーシリーズの再解析

前節で述べたように， CALISAL et al.21は，満載状態に

1.5 一判一

一1.0 0.5 。。 0.5 1.0 

図2. UBCトローラーシリーズの正面線図

表1. UBCトローラーシリーズの主要す法傘 l

Modell Model2 Model3 Model4 Model6 Mod巴17 Model8 Model9 ModellO Modelll Model12 Mode1l3 

L 1.552 1.319 2.017 1.552 2.017 1.552 2.017 1.552 1.552 2.017 2.017 2.017 

S 1.125 0.956 1.462 0.948 1.232 l目016 1.321 0.929 1.150 1.461 1.208 1.496 

L!B 3.060 2.600 3.980 3.060 3.980 3.060 3.980 3.060 3.060 3.980 3.980 3.980 

B/T 2.490 2.490 2.490 2.990 2.990 2.490 2目490 2.990 1.990 1.990 2.990 1.990 

c; 0.615 0.615 0.615 0.615 。目615 0.531 0.531 0.531 0.531 0.615 0.531 0.531 

Cp 0.700 。.700 0.700 0.700 0.700 0.653 0.653 0.653 0.653 0.700 0.653 0.653 

C脚 0.878 0.878 0.878 0.878 0.878 0.813 0.813 0.813 0.813 。.878 。.813 0.813 

v 3.360 3.010 4.000 3.570 4.250 3.530 4.200 3.750 3.270 3.710 4.460 3.900 
LCB/L(%) 0.099 0.084 0.128 0.082 0.107 0.085 0.110 0.071 0.107 0.160 0.092 0.138 

LCF/L(%) 0.462 。目438 0.504 0.435 0.474 0.440 0.480 0.414 0.474 0.543 0.451 0.517 

L! 17'<3 3.359 3.014 4.003 3.571 4.255 3.528 4.204 3.750 3.274 3.715 4目468 3.901 
17'13/S 0.190 0.200 0.174 0.199 0.182 0.190 0.174 0.184 0.195 0.202 0.169 0.179 

k 0.232 0.273 0.178 0.212 0.163 0.231 。目178 0.211 0.258 0.199 0.162 。目199

CALlSAL et al.，.3I 
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図3.UBCトローラーシリーズの剰余抵抗係数C

対して 2次元外挿法を，軽荷状態に対しては 3次元外挿

法を用いて実験結果の解析を行っている。 UBCシリー

ズの軽荷状態での剰余抵抗係数は，高速艇に類似した波

打ち(ハンプ/ホロー)の殆ど無い形状をしているが，

一方で満載状態の剰余抵抗係数には波の干渉による顕著

なハンプ/ホローが見られ，排水量型船舶の特徴が現れ

ている。このように，満載状態に対して2次元外挿法

を，軽荷状態に対しては 3次元外挿法を用いた CALISAL

et al.の解析法の選択には理解し難いところがある。

そこで.UBCシリーズの満載状態を 3次元外挿法に

より再解析した。形状影響係数kの推定に必要な極低速

の試験結果は示されていないため，多賀野 6)の痩せ型船

に対する形状影響係数kの推定式

k=1.55cm(7)  
(LlB)何百宵でb

を用い.3次元外挿法で再解析した。造波抵抗係数C"，，，は，

造波抵抗の物理的性質を考え，次のように排水容積Vの

2/3乗により無次元化した。

日 tー (1+恥 CJ=icn=」 :τ
17ω 1I2p17"'V' 

(8) 

また，浸水表面積は. CALlSAL et al.により UBCシリー

ズの基となった船型に対して次式で与えられており，実

際の UBCシリーズに対する誤差は 5%以内とされてい

る。

S = L (2T + B) IC:.1c， + C2Cb + c3Cm + C4 (B/T) I (9) 

ここで.c，=0.750. c]= -0.155. c3=0.161， c4=一0.001

である。

以上の手}I慎で再解析して求めた造波抵抗係数を図4に

示す。図4には造波抵抗係数 C"vは主要寸法に対する依

存性は殆ど見られない。図4は表計算ソフト Microsoft

Excelを用い.c.毎に切片を 0とした6次多項式でフイツ

テイングした結果も示している。図4からは 6次多項式

は必ずしも適切な関数形ではないように見えるが，何れ

の多項式も決定係数R'は0.98以上となっている。別所 7)

は，排水量と船長，速力を与えたとき. I柱形係数と横
裁面積曲線が同じであれば，剰余抵抗も略々等しいこと

が実験的に知られており，それは理論的にも裏付けられ

る」としている。また，丸尾 8

船の主要目の影響が二義的でで、あり， もっぱら横裁面積曲

線と柱形係数に依存する」と述べている。 UBCシリー

ズでは• Cp及び横裁面積曲線は Ch毎に同じ値，同じ形

状であるから，この図からも造波抵抗係数がι及び横
裁面積曲線 (ι カーブ)に強く依存することがわかる。

4. UBCシリーズの主要寸法の最適化

前節までの再解析によって.Cb=0.531と0.615の2

種類の UBCシリーズについて，主要寸法を変化させた

場合の全抵抗係数ιを構成する摩擦および造波抵抗係
数，形状影響係数が，船体の主要寸法と船型を表す各種

係数，及びフルード数によって簡単な式に表すことがで

きた。そこで次に，有効馬力が最小となる船型の主要寸
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図4 再解析による UBCトローラーシリーズの造波抵抗係数C叩

表 2. UBC船型の主要寸法最適化計算結果

UBCシリーズを用いた船体主要寸法の検討(排水量一定)

設計速力:V， (ノット)

12.00 

設計速力:V. (m/sec) 

6.173 

方形係数:Cb 

0.615 

中央断面係数・ Cm

0.878 

制約条件

排水量:Ll (トン)

L/B 
B/T 

船長 :L(m) 
27.659 

I12 p ij'''V' 

83486.7 

C...， 
0.0542 

R...(kgf) 

4525.0 

下限

277.9 

2.600 

2.000 

船l隔:B (m) 

6.915 

I12pSY' 

472087.1 

Cr 

0.0020 

Rr (kgf) 

933.9 

設計値

277.9 

4.000 

3.000 

法を最適化計算によって求める。最適化計算には表計算

ソフト MicrosoftExcel (以下の解析では Excel2000を用

いている)のアドイン機能の一つであるソルパーに含ま

れる非線形計画法(準ニュートン法)を用いる。

最適化計算の結果を表2に示す。原型と比較すると長

さは 21mから 27.659mに増加し，幅は 7mから 6.915m

に若干減少し喫水は 3mから 2.305mに大幅に減少

している。この結果，推定された有効馬力は，原型の

606.2 (PS) が475(PS) に. 30%ほど減少している。

表2の計算シートにおいて，下から3行が最適化にあたっ

ての制約条件であり.Cb=0.531の船型の速力 12ノット

の場合に対して. 1)排水量が原型の:t0.1トン以内に

維持されること. 2) 長さ幅比 L/B が 3~4 の間にある

喫水:T(m) 

2.305 

海水密度 p

104.61 

k 

0.3340 
k. Rr (kgf) 

311.9 

上限

278.1 

4.000 
3目。。。

排水容積ij(m') 

271.122 

フルード数・ Fn

0.3747 

R， (kgf) 

5770.7 

浸水表面積:玖 (m2)

236.9 

レイノルズ数・ b

1.437E+08 

有効馬力 (PS)

475.0 

こと. 3) 幅喫水比 B/Tが 2~3 の間にあることを指定

している。

長さと排水量を原型と同じとし，幅を 10%以上増加

することを条件にした最適化計算の結果を表3に示す。

この条件では長さを固定したことで造波抵抗係数と摩擦

抵抗係数は同じ値を取る。このため，幅の増大に伴っ

て喫水が減少しこの結果，形状影響係数kが 0.4869

から 0.3660に低下して，有効馬力が606.2(PS) から

599.2 (PS)に，わずかに低減されている。

このように，与える制約条件の設定を変えることによ

か希望する主要寸法の最良船型を得ることが可能であ

る。
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表3. UBC船型の船幅の下限を指定した場合の最適化計算結果

UBCシリーズを用いた船体主要寸法の検討(幅最大，長さと排水量一定)

設計速力:V， (ノット) 船長:L (m) 荷台幅:B (m) 喫水:T(m) 排水容積i](m3) 浸水表面積:W， (m') 

12.00 21.000 7.700 2.728 271.317 205.4 

設計速力:V， (m/sec) 1I2p l7'I3V' 112 p SV匂 海水密度 p フルード数 :F" レイノルズ数:R" 
6.173 83526.8 409266.7 104.61 0.4301 1.091E+08 

方形係数:C， C"， Cf k 

0.615 0.0734 0.0021 0.3660 

中央断面係数:Cm R" (kgf) Rr (kgf) k.}も(kgf) R， (kgf) 有効馬力 (PS)

0.878 6129.7 842.0 308.2 7279.9 599.2 

制約条件 下限 設計値 上限
排水量:{j_ (トン) 277.9 278.1 278.1 

B 7.700 7.700 

1.00 

0.80 

0.60 

0.40 

0.20 

0.00 

0.20 0.25 0.30 0.35 0.40 0.45 0.50 

図5.極小造波抵抗理論による最適C値(喫水/船長=0.07の場合を示す)

系統的模型試験の結果が公表されている UBCトロー

ラーシリーズの計測データを再解析した結果，次のこと

がわかった。

1)造波抵抗係数Cげは，柱形係数Cと横裁面積曲線

(cρ カーブ)に強く依存し船型主要寸法L.B. Tなど

の影響は副次的で、あることが示された。この結果は，別

所 5) 丸尾仏7)が述べた従来の説に合致する。

2)再解析の結果から得られた造波抵抗係数を用いて，

C=0531の船型について排水量一定の条件の下で最適

化を行った結果，長さと幅が増加し喫水が減少した船

型が得られ，このとき有効馬力は約 30%減少した。

3) 同様に，排水量と長さを一定に保ち，幅を 10%以

上増加させる条件で最適化を行うと幅喫水比の増加から

形状影響係数が減少し有効馬力に若干の減少が見られ

た。

図1， 2に示す UBCシリーズ船型であれば，長さや幅，

喫水を変化させた場合も，その造波抵抗係数C刊は図4

の近似曲線上のどこかに位置することになる。もしこ

れらの UBC船型で，速力 yと長さ L. 即ちフルード数

九を固定するならば，図4から造波抵抗係数C""が決ま

る。無次元化に用いた排水容積Vは17= L X B X TX Cbで

あり，今LとChは固定されているから，排水量 ，1(=
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pg 17)一定の条件の下で幅Bを増大させるのであれば，

喫水 Tは減少しなければならない。また， レイノルズ

数R"も速力と長さによって決まるから，これらから造

波抵抗係数Cwvと同様に摩擦抵抗係数。も決まる。浸水

表面積SはLX (B+ 2T) に大略比例するから，幅Bを

増大させながら摩擦抵抗九を維持もしくは減少させよ

うとするならば，やはり喫水Tを減少させる必要がある。

形状影響係数kについてみると. (7)式の多賀野の推定

式では kocmであるから，幅Bの増大を図るには喫水

Tを減少させるのがkを小さくする上で効果がある。こ

のように考えると，有効馬力を低減しつつ幅を増加させ

るためには，喫水を浅くすることが最も効果的であると

いえる。

また，造波抵抗が支配的な高フルード数船では，ブ

ルード数に応じた最適の柱形係数とすることによって，

造波抵抗の低減に重点をおいた船型とすることも重要で、

ある。極小造波抵抗理論による最適な柱形係数Cの値

を図 5に，最適な横裁面積曲線 (Cpカーブ)の例を図

6に示す。図 5. 6は，喫水船長比 T/L=0.07.浮心位置

LCB/L=Oの場合の有限喫水の極小造波抵抗理論 10) によ

る計算結果であり，実船の設計にあたって Cの値を決

定する上での参考となる。 Cpカーブは理論上は前後対



一+--Fn=O.21 

一匹-Fn=O.24 

一一一Fn=O.27

ー米一 Fn=O.30

1.2 

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

A(χIL)/Amax 

x/L 

-1.2 -1.0 -0.8 -0.6 -0.4 -0.2 0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 

図6.極小造波抵抗理論による最適 C"曲線の計算例

称な船型が最も造波抵抗が小さいが，実際には粘性の影

響により高速船では浮心位置を若干船尾寄りに置く方が

抵抗値が小さくなることが知られている。

以上のように、本研究では，船体の主要寸法の変更

に関して系統的模型試験の行われた UBCトローラーシ

リーズの計測データを再解析し排水量長比とフルード

数が同じであれば，造波抵抗係数は柱形係数と横裁面積

によってほぽ定まることを改めて示した。再解析結果を

基に，船体の主要寸法の最適化の計算例を示した。抵抗

試験が行われていれば，ここで提案した手法を対象船舶

に適用し船体の主要寸法を検討することがある程度可

能である。また、最適化計算には Excelの表計算ソフト

が利用できるため，最適化計算も容易に実施できる。

文献

1) ["ーそうびき掛廻し漁船のモデ、ル設計図作成に関する研究」

報告書 (2002).水産工学研究所.

2) CALlSAL， S.M.， MCGREER， D.A (1993) A resistance study on a 

systematic series of low LlB vessels， Marine Tech， 30. 286-

296. 

3) CALlSAL， S.M.， HOWARD， D.， MIKKELSEN， J. (1997) A seakeeping 

study ofthe UBC series， Mαrine Tech， 34， 10-23. 

4) GOUDEY， C.A. (1988) Roll reduction on fishing vessels using 

bilge keels and passive bilge fins. Proc. World Sympo. Fishing 

Gear and Fishing 陀sselDesign， Maritime Institute， 79-86pp. 

5) WHITAKER， R.， RENILSON， M. (1988) The effects of varying 

beam on the hydrodynamic performance oftrawlers in head seas. 

Proc. World Sympo. on Fishing Geαrαnd Fishing Vessel Design， 

Maritime Institute， 478-481 pp. 

6) 多賀野寛 (1973)統計解析による実用船型の造波抵抗推定

法に関する研究.関西誌， 147， 43-52. 

7) 別所正利 (1965)極小値問題について.造波抵抗シンポジ

ウム. (日本造船協会誌， 434， 38-48). 

8) 丸尾 孟 (1966)造波抵抗理論を船型の設計にいかに応用

すべきか(上) 日本造船協会誌438，13同19，日本造船協会.

9) 丸尾 孟 (1966)造波抵抗理論を船型の設計にいかに応用

すべきか(下). 日本造船協会誌.439，55-59，日本造船協会.

10)升也利一 (2007)有限及び無限喫水極小造波抵抗理論の与

える高速域の船型について 水工研技報， 30. 1-8. 

- 29-



本号掲載論文要旨

小規模河川内を移動するサケおよびサクラマスの l養成期間の異なるコウライアカシタビラメ親魚群
自動計数の試み |の自然産卵と卵質

権田 豊・近藤康行・高橋直己・宮江介 |草加耕司・岩本俊樹・後藤真樹

本研究は，利根大堰の魚道でサケ Oncorhynchuskeω| 種苗生産用の良質卵を得る目的で，養成期間の異な

の遡上数の自動計数に使用されている魚カウンターを|る瀬戸内海産コウライアカシタビラメ親魚群(短期養

用いて，小規模河川を移動する魚類を計数する手法を|成群:約 1か月，長期養成群:12 ~ 17か月)を陸上水

確立することを目的とした 2つの小規模な河川. 1 I槽で養成し，自然産卵させ産卵数及び卵質を調査，比

つの自然河川を模した魚道において，河床上に簡易な|較した。産卵は4月下旬.13
0

C台から始まり.6月上旬，

プラットフォームを構築し魚、カウンターを設置して|概ね 19
0

Cで終了し，この間ほぼ毎日産卵がみられた。

通過したサケとサクラマス O.masou数を計測したそ|雌 l尾当たりの総産卵数は短期養成群，長期養成群で

の結果，水深や電極の長さが一定の条件を満す場合. Iそれぞれ 194千粒と 537千粒/尾で，天然魚の苧卵数

体長 60cm以上のサケを計測可能であることがわかっ|よりも少なかった。卵質を示す浮上卵率，卵径，仔魚、

た.計数精度を低下させる可能性のある要因を考察し. Iの無給餌生残指数は産卵期が進むにつれて低下し，水

河床上へのフ。ラットフォームの構築方法を提案した。 I温と負の相関関係が認められた。漁獲直後の天然魚か

水産技術. 7 (1). ト16.2014 

らでも良質卵は確保できたが，養成期間が l年以上の

親魚群の方がより安定かっ計画的に採卵できると考え

られた。

水産技術. 7 (1). 17-22. 2014 

ブリティッシュ・コロンビア大学によるト口一|ホタテガイ幼生簡易同定に用いる高特異的ポリク

ラ一系統模型試験データの再解析による船体主要|口一ナル抗体の作製

寸法の検討

升也利一

清水洋平・岩井俊治・高畠信一・川崎琢真・

山下正兼

模型試験結果が公表されている UBCトローラーシ| ほたてがい漁業を支える天然採苗を効率化させるた

リーズについて，計測データの再解析を行い，造波抵|め，関係各機関ではホタテガイ幼生の分布調査を行っ

抗係数が柱形肥椿係数と横裁面積曲線に依存すること|ている。これまで¥ホタテガイの幼生を殻の形態で判

を示した。排水量，柱形係数と横裁面積曲線を変えな|別していたが.二枚貝幼生の殻の形態は類似性が高い

ければ造波抵抗係数は概ねフルード数のみの関数と見|ため判別に経験を要し，また，交板の形状による判別

なせるため，この関係を利用して，排水量一定の条件|は簡易性に欠け，現場向きではない。そのため，幼生

の下で幅を 10%増大した場合に，有効馬力が最小とな|の形態を基にした判別は，作業に従事できる人材を限

る船の主要寸法を非線形計画法により算出した。 I定しかっ，時間と労力を要する作業となっていた。

水産技術. 7 (1). 23-29. 2014 

そこで本研究では，ホタテガイ幼生に対するポリクロー

ナル抗体を作製した。本抗体はホタテガイ幼生を特異

的に染色できた。これによりホタテガイ幼生の判別が

容易になり，作業が簡易化されることが期待される。

水産技術. 7 (1). 31-36. 2014 
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